
OP15000

MO-11A MO-12A

84A

フレームアレスタ
（逆火防止器）

切断箇所

：H2

格納容器
スプレイ系

閉止キャップ

：H2＋N2

H2+N2

H2+N2

【穴開け作業】

①切断作業に先立ち、
切断箇所下部水平配管
に対し、２カ所ドリル穴を
開ける。この際、窒素を
注入しながら、水素濃度
が２％未満であることを
確認する。
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平成23年10月25日
東京電力株式会社

福島第一原子力発電所１号機 原子炉格納容器ガス管理システム
格納容器スプレイ系と原子炉停止時冷却系接続配管の切断作業手順
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【 窒素封入作業】

①閉止キャップから挿入して
いたホースを引抜き、窒素供
給を停止する。

②閉止キャップを取外し、スト
ラブカップリングを用いて下図
弁・配管を取り付ける。

③窒素を封入しながら、格納
容器スプレイ系（CCS）配管切
断部で水素濃度測定を開始し、
水素濃度が2%未満になるま
で継続する。 H2+N2
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